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新世紀に羽ばたこう
院長　岸 不蓋彌
　新しい世紀を迎えて、日本の医療は内からも外からも大きな波を受け、変動を余儀なくされていく
時代となりました。ことに今年の診療報酬の改定は、医療も決して日本経済の中で特殊な位置にある
ものではないことを改めて明らかにしました。また全社連に経営委託された社会保険病院には、政府
管掌健康保険の財政赤字が予測される中で、保険料による施設整備費の停止、病院の統廃合、全社連
の経営委託の解消も視野に入れて検討されるという、かってない危機がこの半年の間に一気に加速し
ています。
　このような状況の中で、わが北海道社会保険病院はどのように生きていくのかを皆で議論し、理解
し、目標を明らかにし、行動していくことは非常に重要です。1953年に結核療養所として開設され、
1978年には総合病院となり、更にこの数年間に地域医療を支援する病院としての努力をするなかで、
幸いにも昨年3月新病棟が竣工しました。時を同じくして、病院名も現在の北海道社会保険病院と改
称しました。新病棟の完成により診療部門では内科部門の専門分科、心臓血管外科の新設を果たし、
診療支援システムとしてオーダリングシステムの導入、SPD、　FMSの導入などは大きな前進です。来
年には外来棟の完成も間近かです。まだまだ取り組む課題はたくさんありますが、まず第一歩この新
しい施設を有効に利用するため、全職員が一体となって、積極的に働きたいと思います。
　一方、病院は患者様や利用者様を対象にサービスを如何に提供できるかというソフトウエアが最も
大事であるということは論を待ちません。そうしたものは形として残りにくいために評価されにくい
ことがありますが、これまでも当院では5年毎に記念誌を出してきました。いま新しい北海道社会保
険病院として、ソフトウエアの記録を残していくことは非常に重要なことと考えます。医師や、医療
技術者やその他の職員がどのように医療をし、何を考え、何を発表し、どんな社会的活動も行ってい
るかなどを網羅することができれば職員同士を深く知り合え、協力する糸口も見つかるものと思いま
す。しかもこの激動の時代には、5年といわず毎年積み上げていくことが必要と考え、年報の発刊を
お願いしましたところ、忙しい中編集委員の皆さんの大変な努力で「北海道社会保険病院紀要」を発
刊することが出来ました。まだ、内容も量も厚みのあるものではありませんが、毎年成長していくこ
とを楽しみにしています。この努力が必ず21世紀に羽ばたいていける北海道社会保険病院になるもの
と信じます。
　　2002年晩秋
豊平川河川敷より見た新病棟（撮影後藤英昭）
